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いばらき県央地域連携中枢都市圏ビジョンの取組について 

令和４年度 概要版 
 

Ⅰ 地域経済の活性化（圏域全体の経済成長のけん引） 

 

① 事業者の経営力強化事業                   

（令和４年度決算額  11,369 千円，令和５年度予算額  12,924 千円） 

○ 令和４年度実績 

産業活性化コーディネーターについて，従来の配置に加えて新たに水戸市，笠間

市・城里町，小美玉市・茨城町・大洗町にそれぞれ１名ずつ配置し，国・県・市町村

補助制度の活用や企業間マッチング，人材確保，経営相談などに関する事業者支援を

実施した（企業訪問件数 895 件）。 

○ 令和５年度以降の計画 

産業活性化コーディネーターを水戸市，笠間市・城里町，小美玉市・茨城町・大洗

町にそれぞれ１名ずつ配置継続し，事業者支援を実施する。 

 

② 先進的農業実践人材の育成事業                

（令和４年度決算額  643 千円，令和５年度予算額  2,480 千円） 

 

(1) ＩＣＴ等を活用した次世代農業に係る実証実験や研修 

○ 令和４年度実績 

ドローン技術と機体の種類，デジタルツイン技術の農業への応用研修を行った

（参加者 20名）。NDVIを活用したドローンによる生育分析，草刈りロボット実演，

農業・畜産分野の NTT ドコモの取組を紹介した（参加者 17 名）。 

○ 令和５年度以降の計画 

農業人材育成コンソーシアムに参加し，実証実験に参加する。また，他の企業

や大学等での実証実験も検討する。 

 

(2) ドローン研修へ参加する農業者の支援 

○ 令和４年度実績 

初心者向けドローン研修を行い，基本操作やドローンの体験を行った（参加者

７名）。 

○ 令和５年度以降の計画 

年に１～２回程度ドローン研修を行う。 

 



2 

③ 地場産品の販路拡大とブランディング事業           

（令和４年度決算額  605 千円，令和５年度予算額  3,100 千円） 

 

(1) 地場産品ＰＲカタログの作成 

○ 令和４年度実績 

県央地域の地場産品の販路拡大推進のため，PR カタログ 5,000 部を作成した。 

○ 令和５年度以降の計画 

PR カタログの効果的な活用方法を検討し，地場産品の販路拡大を推進していく。 

 

 

 

(2) 産業祭等への出店 

○ 令和４年度実績 

令和５年度に産業祭等へ出店するための準備として，圏域内の産業祭等の開催状

況について情報収集をした。 

○ 令和５年度以降の計画 

産業祭等のイベントへの出店 
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(3) 地場産品を使った新メニューの提供促進 

○ 令和５年度以降の計画 

圏域内の地場産品の魅力を高めるため，新メニューの開発を推進する。 

 

(4) ほしいもブランディングに係る取組 

○ 令和５年度以降の計画 

ほしいもの日本一の産地である県央地域としての差別化を行い，消費者に PR す

る。 

 

 

④ 戦略的観光プロモーション事業                

（令和４年度決算額  10,000 千円，令和５年度予算額  10,000 千円） 

 

(1) 情報発信ツールの活用 

○ 令和４年度実績 

ア 食資源を活用したプロモーション「あす旅米粉バウム」の開発・販売 

水戸市の梅，ひたちなか市のコーヒー，小美玉市の米粉とさつまいも，城里

町のゆずといった県央地域の食資源を使用した「あす旅米粉バウム」を開発・販

売した。 

販売に際しては，茨城新聞等メディアに掲載したほか，動画でのＰＲや月刊

誌での紹介，また，購入者に観光協議会のガイドブックを配布するなど，県央地

域の魅力を発信した。 

イ 広域観光ガイドブック「いばらき県央 あす旅手帖」の増刷（17,500 部） 

あす旅手帖を県央地域の各観光案内所や各市町村開催のイベント，水戸ホー

リーホックアウェー会場等で配布した。 

ウ 観光協議会ホームページや Instagram による観光情報の発信 

９市町村の多彩な観光情報をホームページ等で定期的に発信した。 

９市町村の観光ＰＲ素材を収集し，年間を通した継続的なＰＲや発信するコ

ンテンツの充実を図った（SNS フォロワー数  1,976 人）。 

エ インバウンド向け情報サイトへの掲載 

インバウンド観光の受入環境づくりのための案内ページを作成し，県央地域

各市町村の観光情報を多言語で紹介した。 

○ 令和５年度以降の計画 

引き続き，ガイドブックや観光協議会専用のホームページ，Instagram において，

メインターゲット（首都圏在住 20～30 歳代女性）を意識した観光情報の発信に取

り組む。また，県央地域を代表する観光資源の一つである「食」について，魅力

を伝えるプロモーションを実施する。 
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(2) 広告出稿 

○ 令和４年度実績 

ア フリーペーパー『メトロミニッツ』の活用 

メインターゲット（首都圏在住 20～30 歳代女性）向けの魅力発信，誘客及び

宿泊促進を目的として，東京メトロ各駅に設置されているフリーペーパーに３か

月にわたって特集記事を連載した。 

特集記事は，県央地域の「朝の景色」をテーマとし，「海街」，「アウトドア」，

「地元食材グルメ」の３つの視点で作成した。 

イ 情報 Web サイト『ぷらっとみと』，月刊ぷらざ，ことりっぷ WEB への情報掲載 

茨城県央エリアの暮らしに関する情報 Web サイトへ情報掲載し，観光協議会専

用ホームページや Instagram への誘導を図った。 

月刊ぷらざ県央版・県南版に「あす旅米粉バウム」を紹介する記事を掲載し

た。 

ことりっぷ WEB 及びアプリにおいてバナー広告を実施し，「あす旅米粉バウム」

と「９市町村の春のお出かけ情報」について紹介した。 

○ 令和５年度以降の計画 

県央地域への誘客，認知度向上に資する観光協議会事業を効果的に発信するた

め，様々な手法による広告出稿を行う。 

 

 

(3) 観光キャンペーン実施 

○ 令和４年度実績 

ア いばらき県央地域冬の観光キャンペーン 

守谷サービスエリアにおいて，首都圏からの観光客などに対して観光パンフ

レットやチラシの配布を行い，県央地域の魅力発信及び広域観光の推進を図った。 

Instagram アカウントを当日フォローした方へのプレゼントキャンペーンを行

った（62 フォロー獲得） 

○ 令和５年度以降の計画 

県央地域の観光地としての認知度向上及び観光協議会事業を広くＰＲするため，

観光キャンペーンを実施する。 
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⑤ 誘客と観光消費促進事業                   

（令和４年度決算額  10,000 千円，令和５年度予算額  10,000 千円） 

 

(1) 圏域内の周遊促進 

○ 令和４年度実績 

ア 周遊ツアーの催行 

茨城県観光物産協会内「いばらきツアーオフィス」主催の「秋のいばらきよ

いとこプラン」を活用し，周遊ツアーを企画・催行した。 

旅行事業者への委託による宿泊型周遊ツアーを販売・催行し，滞在時間及び

観光消費の増加を図った。 

イ 公共交通を活用した周遊モデルコースの作成 

路線バスやタクシー，レンタサイクルなどを活用した周遊モデルコースを作

成し，観光協議会専用ホームページや Instagram で周知した。 

○ 令和５年度以降の計画 

誘客と周遊の促進を図るため，令和４年度に作成したモデルコースのＰＲや，

県央地域を舞台とした SNS フォトコンテストを実施する。 

 

(2) 物産イベントへの出展 

○ 令和４年度実績 

ア ことりっぷ旅するマルシェ 2022 への出展 

２日間の都内のイベントへの出展を通じ，主に 20～40 代の旅好きな女性向け

に県央地域の特産品の認知度向上や販売促進を図るとともに，展示パネルによる

９市町村紹介，観光パンフレット配布を行い，県央地域の魅力を発信した。 

特産品の出品は 19 事業者 19 商品，売上は 228,778 円であった。 

○ 令和５年度以降の計画 

県央地域の特産品等のＰＲや認知度向上を図ることを目的とした物産イベント

を実施する。 
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(3) 体験プログラムの充実 

○ 令和４年度実績 

ア Girl's CAMP PARK2022 の開催 

県央地域の豊かな自然を体感できる涸沼自然公園キャンプ場において，食資

源や体験を取り入れた２日間のキャンプイベントを実施した（延べ来場者約 300

名うち宿泊者 76 名）。 

県央地域の食材を使ったオリジナルキャンプ飯のレシピを作成し，作り方を

動画で発信するとともに，当日の来場者には食材セットの販売，宿泊者には特産

品を使った料理を提供した。 

空中ヨガや和菓子のねりきり作り等，女性が楽しめる体験ブースも設置し，

特産品や体験プログラムのＰＲ，認知度向上とあわせて，観光消費の促進を図っ

た。 

○ 令和５年度以降の計画 

県央地域ならではの体験の発掘及び磨き上げに取り組みながら，キャンプイベ

ント等体験を取り入れたイベントを行う。 
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※ ビジョンにおける「Ⅰ 地域経済の活性化」の成果指標 

 

 

 

Ⅱ 都市機能の向上（高次の都市機能の集積・強化） 

 

⑥ 周産期医療提供体制の維持・確保事業             

（令和４年度決算額  20,000 千円，令和５年度予算額  20,000 千円） 

○ 令和４年度実績 

高度な周産期医療を安定的に提供できる体制の整備に向け，地域周産期母子医療セ

ンターの役割を担う水戸赤十字病院に対し，産婦人科医確保のための経費について財

政支援を行った（産婦人科医師数  8 人）。 

○ 令和５年度以降の計画 

引き続き，水戸赤十字病院に対し，産婦人科医確保のための経費について財政支援

を行う。 

 

 

⑦ 医師確保事業                        

（令和４年度決算額  0 千円，令和５年度予算額  補正予算対応） 

○ 令和４年度実績 

医療機関開設補助金の補助対象事業に，既存施設における増築等を加えて，制度の

拡充を図るとともに，市ホームページや医療雑誌において制度の周知を行った。また，

水戸市内の既存医療機関から制度の活用について相談を受けた（１件）。 

○ 令和５年度以降の計画 

引き続き，医療機関開設等補助金の周知を図るとともに，利用促進に努める。 

ビジョン策定時点
の直近の値

2022(R4)年度末
時点の直近の値

目標値

地域経済の活性化（圏域全体の経済成長のけん引）

時点 (年度) 2018(H30) 2019(R1) 2026(R8)

値 (百万円) 3,378,567            3,400,010            3,739,000            

時点 (年) 2016(H28) 2021(R3) 2026(R8)

値 (人) 320,670               318,042               322,200               

時点 (年度) 2020(R2) 2022(R4) 2026(R8)

値 (件) 570                     619                     720                     

時点 (年度) 2019(R1) 2021(R3) 2026(R8)

値 (人) 52                       62                       70                       

時点 (年) 2020(R2) 2021(R3) 2026(R8)

値 (人) 11,027,200           11,807,900           20,020,000           

1

2

3

4

5

総生産

事業所の従事者数

産業活性化コーディネーター
が支援した企業等の支援件数

新規就農者数（45歳未満の者
に限る。）

観光交流人口（観光入込客
数）
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⑧ 広域的公共交通ネットワーク構築事業             

（令和４年度決算額  0 千円，令和５年度予算額  200 千円） 

 

(1) 検討会議の開催 

○ 令和４年度実績 

全体会議の開催（今後の実施方針決定，茨城交通キャッシュレス決済導入支援

に係る検討，MaaS（JR「ひたちのくに紀行」）と連携した利用促進事業検討） 

分科会の開催（地域公共交通相互乗入体制構築に係る検討，広域路線バス運行

に係る検討） 

○ 令和５年度以降の計画 

全体会議（３回程度），分科会（２回程度）及び担当者間協議（随時）の開催 

 

(2) MaaS との連携や新たな技術を活用した公共交通の導入 

○ 令和４年度実績 

JR による地域・観光型 MaaS「ひたちの

くに紀行」において，水戸市及び３市町

村（笠間市，ひたちなか市及び大洗町）

で利用可能な公共交通機関や観光施設等

の電子チケット販売に係る調整を担当し

た。 

○ 令和５年度以降の計画 

茨城 DC 開催に伴い「ひたちのくに紀

行」が再開される予定につき，本事業及

び圏域内の公共交通利用促進事業とし

て，デジタルスタンプラリーの実施等を

検討している(事業⑨で実施 )。 
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⑨ 広域的公共交通の利用促進事業                

（令和４年度決算額  218 千円，令和５年度予算額  43,679 千円） 

 

(1) エコ通勤チャレンジウィークの実施 

○ 令和４年度実績 

６月（第１回。市町村職員対象）及び 12 月（第２回。一般通勤通学者対象）に

それぞれ７日間実施した。12 月実施分から旧名称（ノーマイカーウィーク）を改

め，ＣＯ２削減量を算出して取組結果を可視化するとともに，プレゼント内容を

見直し，参加者増加を図った。 

○ 令和５年度以降の計画 

エコ通勤チャレンジウィークの実施（年２回予定） 

 

(2) 企画乗車券の販売，IC カードの導入 

○ 令和４年度実績 

大洗鹿島線等における Suica の導入可能性について検討を行った。 

茨城交通路線バスへのキャッシュレス決済システム導入について，県央地域と

して支援する方針とした。 

○ 令和５年度以降の計画 

MaaS 事業（JR「ひたちのくに紀行」）と連携した公共交通利用促進事業の実施 

MaaS と連携した公共交通の利用促進手法及び企画乗車券販売の検討 

茨城交通路線バスへのキャッシュレス決済システム導入支援 
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⑩ 大学との連携推進事業                    

（令和４年度決算額  0 千円，令和５年度予算額  100 千円） 

○ 令和４年度実績 

大学と連携した調査・研究を行うため，構成市町村とともに連携テーマとなる地域

課題の候補をとりまとめ，茨城大学及び常磐大学の地域連携担当部署と協議を行った。 

○ 令和５年度以降の計画 

令和５年度以降は，地域課題の更なる深掘りを行うとともに，大学教員等と具体的

に調査・研究テーマの協議・検討を進め，事業化を目指す。 

 

 

⑪ ＩＣＴによるまちづくり推進事業               

（令和４年度決算額  88 千円，令和５年度予算額  700 千円） 

 

(1) 職員人材育成研修会 

○ 令和４年度実績 

ＩＣＴ行政先進自治体である栃木県真岡市にて，取組事例等を学び，情報交換

を行う合同視察研修会を開催した（参加：９市町村担当者 33 名）。 

○ 令和５年度以降の計画 

職員の ICT にかかる知識・スキルの向上にかかる研修会等を年１回程度開催して

いく。 

 

(2) ICT を活用した住民サービスの向上 

○ 令和４年度実績 

利便性の高い住民サービス実現のため，公共施設の予約システムの９市町村で

の共同利用等について，検討を行った。 

○ 令和５年度以降の計画 

効果的な住民サービス向上に向けた９市町村での連携事業を検討していく。 
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※ ビジョンにおける「Ⅱ 都市機能の向上」の成果指標 

 

Ⅲ 生活環境の充実（圏域全体の生活関連機能サービスの向上） 

 

⑫ 救急医療情報等発信事業                   

（令和４年度決算額  102 千円，令和５年度予算額  180 千円） 

 

(1) 小児救急セミナーの開催 

○ 令和４年度実績 

未就学児の保護者を対象に，子どもの急な病気やケガへの対応方法のほか，新

型コロナウイルス感染症の現状等を学ぶことのできるセミナーを開催した（28 組

72 人（うち大人 46 人）参加）。また，同セミナーの内容については，当日参加で

きなかった保護者も視聴できるよう，後日，インターネット上で動画を配信した。 

○ 令和５年度以降の計画 

引き続き，各市町村を会場として，本セミナーを実施する。（令和５年度 笠間

市，城里町） 

 

(2) 適正受診等の周知 

○ 令和４年度実績 

感染症流行期等における医療機関等への相談や受診の方法，救急医療等の適正

利用について，市町村広報紙や茨城県救急電話相談の広報ポスター等で周知した。

また，ゴールデンウィーク，お盆及び年末年始における圏域の初期救急医療機関

の診療体制の情報発信を行った。 

○ 令和５年度以降の計画 

上記を継続するとともに，紙媒体での情報発信を廃止し，デジタル化を図る。 

ビジョン策定時点
の直近の値

2022(R4)年度末
時点の直近の値

目標値

都市機能の向上（高次の都市機能の集積・強化）

時点 (年度) 2021(R3) 2022(R4) 2026(R8)

値 (箇所) 2                         2                         2                         

時点 (年) 2018(H30) 2020(R2) 2026(R8)

値 (人) 1,385                   1,480                   1,470                   

時点 (年度) 2021(R3) 2022（R4) 2026(R8)

値 (累計件) -                         -                         2                         

時点 (年度) 2021(R3) 2022（R4) 2026(R8)

値 (累計件) -                         -                         2                         

時点 (年度) 2021(R3) 2022（R4) 2026(R8)

値 (累計件) -                         -                         2                         

1

2

3

4

5

総合周産期母子医療センター
及び地域周産期母子医療セン
ター数

医師数

広域的公共交通ネットワーク等
に係る社会実験の取組件数

大学と連携した調査・研究の取
組件数

ＩＣＴを活用した社会実験の取
組件数
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⑬ 初期救急医療提供体制維持・確保事業             

（令和４年度決算額  97,298 千円，令和５年度予算額  102,885 千円） 

○ 令和４年度実績 

水戸市休日夜間緊急診療所への財政支援を実施し，休日や夜間における診療体制を

維持するとともに，新型コロナウイルスの感染が拡大している時期においては，検査

体制を整備し，医療提供体制の維持・確保を図った。 

○ 令和５年度以降の計画 

引き続き，水戸市休日夜間緊急診療所への財政支援を継続し，初期救急医療提供体

制の維持・確保を図る。 

 

 

⑭ 看護師等確保事業                      

（令和４年度決算額  0 千円，令和５年度予算額  250 千円） 

 

(1) 茨城県看護協会の復職支援に関する事業の周知 

○ 令和４年度実績 

茨城県看護協会が実施する看護職再就業支援研修及び潜在看護職研修について，

ＳＮＳ等により周知を行った。 

○ 令和５年度以降の計画 

引き続き，茨城県看護協会が実施する復職支援に関する事業等の周知に取り組

む。 

 

(2) 病院見学ツアー 

○ 令和４年度実績 

新型コロナウイルス感染症の影響により，潜在看護師の復職支援を目的とした

病院見学ツアーについては，開催を見送った。 

代替えの取組として，潜在看護師の復職だけでなく，将来，圏域内の医療を支

える看護職を確保する観点から，将来，市内の医療機関等への勤務を希望する受

験生を対象に，水戸市医師会看護専門学院が実施する特定市町村推薦入試への推

薦を行った。（圏域内２名推薦） 

○ 令和５年度以降の計画 

引き続き，茨城県看護協会と連携し，潜在看護師や学生等を対象に，医療機関

等での看護職体験等の就職・再就職の支援に取り組む。 
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⑮ 未来の医療人材育成事業                   

（令和４年度決算額  0 千円，令和５年度予算額  120 千円） 

○ 令和４年度実績 

新型コロナウイルス感染症の影響により，病院内での医療体験等については，実施

を見送った。代替事業として，水戸献血連合会が開催するキッズ献血とあわせて，看

護師，薬剤師の体験ができるイベントを開催した。 

○ 令和５年度以降の計画 

引き続き，小中学生が実際の医療現場や医療の状況に触れ，職業としての医療への

興味・関心を高める取組を実施する。 

 

 

⑯ ＩＣＴを活用した健康づくり事業               

（令和４年度決算額  517 千円，令和５年度予算額  560 千円） 

 

(1) 健康づくりに関するアンケート 

○ 令和４年度実績 

健康づくりに関するアンケート調査を実施した（設問 22 問，調査期間 8/16～

9/15，標本数 3,500 本，回答数 1,155 本，回答率 33.0％）。 

アンケート結果をクロス集計を含め集計・分析し，協議会に報告した。 

 

(2) 茨城県央地域ウエルネス推進協議会の開催 

○ 令和４年度実績 

有識者の委員 18 名で構成する茨城県央地域ウエルネス推進協議会において，健

康づくりに関するアンケート調査結果や社会実験の進め方について意見をいただ

いた。 

担当者部会において社会実験の候補を検討した。 

○ 令和５年度以降の計画 

茨城県央地域ウエルネス推進協議会を開催し，社会実験について協議し実施し

ていく。 
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⑰ 成年後見制度利用促進事業                  

（令和４年度決算額  26,532 千円，令和５年度予算額  29,020 千円） 

 

(1) 普及啓発（パンフレット等の作成・配布，学習会開催等） 

○ 令和４年度実績 

パンフレット 7,260 部及びリーフレット 7,850 部を作成し，市町村及び金融機関

の窓口へ設置した。 

権利擁護サポートセンターだよりの発行（4 回）及び広報誌（4 回），ホームペー

ジ等で情報発信を行った。 

市民向け学習会を行った（笠間市 1 回）。 

○ 令和５年度以降の計画 

パンフレット等の配布及び学習会の開催等を通じて，成年後見制度の普及啓発

活動を推進していく。 

 

(2) 相談支援 

○ 令和４年度実績 

成年後見制度の利用に関する相談を行った（1,214 件のうち新規 62 件）。 

○ 令和５年度以降の計画 

権利擁護サポートセンターを中心とした地域ネットワークを生かした相談支援

体制を構築していく。 

 

(3) 利用促進「受任候補者調整等の支援」 

○ 令和４年度実績 

被後見人の受任候補者マッチング会議を１回開催した（８月）。 

市民後見人候補者等支援を行うとともに，家庭裁判所との連携を図った。 

○ 令和５年度以降の計画 

上記取組を継続する。 

 

(4) 利用促進「市民後見人及び後見業務受託法人の育成・支援」 

○ 令和４年度実績 

市民後見人養成講座を開催した。 

市民後見人養成講座フォローアップ研修を２回実施した（12/12，12/20）。 

市民後見人養成講座修了生が生活支援員や後見支援員として活動した。 

法人後見受任団体が増えた（ひたちなか市，小美玉市）。 

○ 令和５年度以降の計画 

市民後見人及び法人後見受託法人の育成・支援を図る。 

市民後見人養成講座修了生のうち，成年後見制度の啓発のため成年後見サポー

ターとして研修会等を通じて活動をする。 



15 

 

(5) 利用促進「法人後見の受任」 

○ 令和４年度実績 

権利擁護サポートセンターが法人後見として 20 件を受任した。 

○ 令和５年度以降の計画 

社会福祉士会など専門職からリレー方式での受任を推進する。 

 

(6) 利用促進「市町村実務担当者向け研修会開催等」 

○ 令和４年度実績 

成年後見制度の申立てに係る研修会を１回開催した（６月，研修修了者 53人)。 

○ 令和５年度以降の計画 

上記取組を継続する。 

 

(7) 親族後見人に対する相談支援等 

○ 令和４年度実績 

親族後見人の相談支援を行った（16 件）。 

後見人向け相談会を実施した（圏域内５会場）。 

親族後見人向けチラシを作成，配布した。 

○ 令和５年度以降の計画 

親族後見人同士のつながり，相談の場としての集い等を実施する。 

 

(8) 広域中核機関の共同設置・運営 

○ 令和４年度実績 

広域中核機関である水戸市及び水戸市社会福祉協議会により，地域連携ネット

ワーク協議会の運営，各市町村中核機関との連携，支援を行った。 

圏域市町村による成年後見制度担当部署会議を２回開催した。 

○ 令和５年度以降の計画 

上記取組を継続，推進する。 
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⑱ 芸術・文化教育の推進事業                  

（令和４年度決算額  0 千円，令和５年度予算額  4,623 千円） 

 

(1) 各市町村の芸術・文化イベント情報共有 

○ 令和４年度実績 

イベントのチラシ等を各市町村へ配布し，情報共有を行った。 

○ 令和５年度以降の計画 

引き続き継続して情報共有を行っていく。 

 

(2) 水戸芸術館と連携した事業の実施 

○ 令和４年度実績 

水戸芸術館が主催する令和５年度「子どものための音楽会」について，関係市

町村の参加に向けた調整を行った。 

○ 令和５年度以降の計画 

令和５年度「子どものための音楽会」を実施する。それ以降も事業を継続する。 

 

 

⑲ プロスポーツ等による地域活性化事業             

（令和４年度決算額  863 千円，令和５年度予算額  2,000 千円） 

 

○ 令和４年度実績 

圏域に拠点があるプロスポーツチーム

等の協力のもと，いばらき県央地域スポ

ーツフェスティバルをひたちなか市総合

運動公園で開催した（協力チーム 5 団体 6

種目（うち 1 団体 1 種目中止），体験教室

５種目 227人参加，予約不要のサブコンテ

ンツ 337 人参加）。 

○ 令和５年度以降の計画 

第２回いばらき県央地域スポーツフェ

スティバルを 9 月 10 日に笠間市総合公園

で開催予定。第３回以降は残りの７市町

村を巡回開催予定。 
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⑳ 公の施設の広域利用促進事業                 

（令和４年度決算額  381 千円，令和５年度予算額  500 千円） 

 

(1) いばらき県央地域ガイドホームページの運営 

○ 令和４年度実績 

住民へ周知するためのホームページを運営し，広域利用が可能な公共施設や県

央地域の相互参加可能なイベント等を掲載した。 

○ 令和５年度以降の計画 

上記を継続する。ただし，ホームページのレイアウト等が古いため，令和５年

度に見直しに着手する。 

 

(2) 広域利用スタンプラリーによる利用促進 

○ 令和４年度実績 

令和５年度のスタンプラリーに使用するため，応募用紙の付いた広域利用施設

ガイドブック 4000 部を印刷したほか，スタンプ及びスタンプ台を購入した。 

○ 令和５年度以降の計画 

ガイドブックを配布して周知し，毎年度 7 月から 1 月末日までスタンプラリー

を実施する。2 月に抽選及び賞品発送を行う。 
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㉑ 合同就職説明会・相談会開催事業               

（令和４年度決算額  3,382 千円，令和５年度予算額  4,868 千円） 

 

○ 令和４年度実績 

オンライン合同企業説明会を開催し，

県央地域内の企業 58 社が参加し，学生 98

名が参加した。 

○ 令和５年度以降の計画 

令和５年度は内容を見直した上で，上

記を継続する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

㉒ 災害対策連携事業                      

（令和４年度決算額  0 千円，令和５年度予算額  0 千円） 

○ 令和４年度実績 

・ 休日・夜間を含む防災担当者名簿を共有し，緊急時の連絡体制を構築した。 

・ 物資・資機材の備蓄状況一覧を共有し，相互応援に備えた。 

・ 城里町における震度５強の地震発生に伴う被害状況を即座に関係市町村で共有し

た。 

○ 令和５年度以降の計画 

引き続き連絡体制の構築や情報共有を行い，災害時の迅速かつ円滑な相互応援体制

づくりに努める。 
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㉓ 温室効果ガス排出削減啓発事業                

（令和４年度決算額  541 千円，令和５年度予算額  650 千円） 

○ 令和４年度実績 

11 月～12 月にかけて省エネ等に心がけた

生活を実施し，電気量の削減に取り組むＣ

Ｏ２削減エコライフチャレンジを実施し

た。連携市町村で延べ 5,300 人の参加があ

り，１人当たりの電気使用によるＣＯ２排

出量は，前回同時期と比べ減少した。 

○ 令和５年度以降の計画 

開催時期を 10 月～11 月に変更し，同様の

取組を実施する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

㉔ 環境啓発イベント相互参加促進事業              

（令和４年度決算額  171 千円， 

 令和５年度予算額  0 千円） 

 

(1) ガイドブック作成 

○ 令和４年度実績 

圏域市町村の環境啓発イベントや環境保全

活動，環境学習会等の情報をまとめた環境活

動ガイドブックを作成（2,500部）し，配布し

た。 

○ 令和５年度以降の計画 

隔年で情報を更新した環境活動ガイドブッ

クを作成する。 

 



20 

(2) ホームページ等による周知 

○ 令和４年度実績 

環境啓発イベント，環境保全活動，環境学習会等について，ホームページ等へ

の記事掲載により情報を広く発信した。 

○ 令和５年度以降の計画 

ホームページ等への記事掲載を継続する。 

 

 

㉕ 公共交通の維持・確保事業                  

（令和４年度決算額  18,923 千円，令和５年度予算額  18,855 千円） 

 

(1) 地域公共交通の域外運行 

○ 令和４年度実績 

地域公共交通相互乗入促進に関する協定に基づき，水戸市「水都（すいっと）

タクシー」（旧「1,000 円タクシー」）と那珂市「ひまわりタクシー」による２市間

相互乗入を継続した（相互乗入利用人数 2,055 人）。 

○ 令和５年度以降の計画 

上記取組を継続する。 

 

(2) 各市町村間の拠点を結ぶバス路線の維持・拡充 

○ 令和４年度実績 

水戸市（赤塚駅）と城里町（石塚車庫，桜ノ牧高校常北校）を結ぶ路線バス

「石塚・赤塚線」の運行を支援した（平日 9 便，休日 6便，利用人数 17,605 人）。 

○ 令和５年度以降の計画 

上記取組を継続する。 

令和６年度から（仮称）「石塚・内原線」を運行できるよう関係機関と協議を進

める。  
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㉖ 移住・定住促進事業                     

（令和４年度決算額  6,964 千円，令和５年度予算額  10,000 千円） 

 

(1) 対象者の目に留まりやすい手法によるＰＲ事業（話題性のあるイベント

開催事業） 

○ 令和４年度実績  

メタバースイベント「メタねば～ス！！～ねば～る君になって感じるいばらき

ライフ～」を開催し，ねば～る君や市町村職員，参加者がインターネットの仮想

空間にアバターで登場した。そこで，各市町村の移住ＰＲやねば～る君のトーク

により移住の魅力を参加者に伝えるとともに，質疑応答や移住体験ツアーの案内

を行った（参加者 271 人）。 

○ 令和５年度以降の計画 

令和５年度は，当事業は実施しない（「移住への意識の有無に関わらず，県央の

暮らしをどれだけ多くの人に知ってもらえるか」よりも「地方での暮らしに興味

がある方や，移住を検討している方等の移住への意識が高い方に対し，しっかり

と県央の暮らしの魅力を伝えることができるか」を優先する。）。 

令 和 ６ 年 度 以 降 は ， 構 成 市 町 村 と 意 見 交 換 を 行 い ， 判 断 し て い く 。

 

 

 

(2) 対象者の目に留まりやすい手法によるＰＲ事業（ＳＮＳを活用した情報

発信事業） 

○ 令和４年度実績 

ＳＮＳで各市町村のおすすめスポット情報や移住・定住イベントの告知を発信

した（記事投稿数 126 件，Instagram 総いいね数 1,833 件，Facebook 総リアクシ

ョン数 4,017 件）。 
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○ 令和５年度以降の計画 

令和５年度は，当事業は実施しない（「移住への意識の有無に関わらず，県央の

暮らしをどれだけ多くの人に知ってもらえるか」よりも「地方での暮らしに興味

がある方や，移住を検討している方等の移住への意識が高い方に対し，しっかり

と県央の暮らしの魅力を伝えることができるか」を優先する。）。 

令和６年度以降は，構成市町村と意見交換を行い，判断していく。 

 

(3) 対象者の目に留まりやすい手法によるＰＲ事業（ホームページ制作・管

理事業） 

○ 令和４年度実績 

ホームページ「＃いばらきどまんなかライフ」を制作し，移住定住情報のほか，

各市町村のイベントや観光スポットを周知した（ホームページ閲覧数 20,205ＰＶ）。 

○ 令和５年度以降の計画 

令和５年度は，ホームページで圏域の暮らしを分かりやすく伝える新たなコン

テンツを制作するほか，パンフレットを制作する。 

令和６年度以降は，構成市町村と意見交換を行い，判断していく。 

 

 

 

(4) 対象者の目に留まりやすい手法によるＰＲ事業（研修事業） 

○ 令和４年度実績 

各市町村の担当者を対象に，圏域で活動する地域プレイヤーを招き，ワークシ

ョップ型研修会を２回開催した。研修会では，地域プレイヤーの活動について講

演いただき，圏域の移住・定住促進に向けた意見交換を行うとともに，ターゲッ

トについて具体的なアイディア出しを行った（参加者延べ 37 人うち地域プレイヤ

ー10 人，市町村職員 27 人）。 

○ 令和５年度以降の計画 

令和５年度は，当事業については実施しない（令和４年度の研修会で得た知見

を活かして他事業を実施する。）。 

令和６年度以降は，構成市町村と意見交換を行い，判断していく。 
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(5) 圏域に興味を持った方が参加できる移住体験ツアー事業 

○ 令和４年度実績 

水戸・ひたちなかの各所をバスで巡って魅力を感じていただくとともに，圏域

全体のＰＲや素敵なライフスタイルを過ごす地域プレイヤーとの出会いにより，

地域の暮らし方に共感をしていただくような工程で，いばらき県央移住体験つな

がるツアーを実施した（日帰り１日，参加者５組９人）。 

○ 令和５年度以降の計画 

令和５年度は，国が実施する「おためし地域おこし協力隊」や「ふるさとワー

キングホリデー」を参考とした移住体験やオーダーメイド型の移住体験ツアーを

実施するなど，より移住への意識が高い方を対象とした事業を展開する。 

令和６年度以降は，実施状況を勘案し，構成市町村と意見交換を行い，判断し

ていく。 

 

(6) 移住フェア等への合同出展による移住相談事業 

○ 令和４年度実績 

JOIN 移住・交流＆地域おこしフェア 2023（2 日間開催）へ出展し，構成市町村

への移住相談を受けるとともに，移住体験ツアーのＶＲ映像を見ていただいた

（移住相談延べ 92 件，いばらき県央ＶＲ移住体験ツアー利用 38 件）。 

○ 令和５年度以降の計画 

令和５年度は，参加者の属性やパンフレット制作のスケジュールの都合等を考

慮し，昨年度に引き続き JOIN 移住・交流＆地域おこしフェアに出展する。 

令和６年度以降は，各種移住フェアの情報を収集するとともに，構成市町村と

意見交換を行い判断していく。 

 
 

㉗ 地域おこし協力隊活動の活性化と広域展開事業         

（令和４年度決算額  0 千円，令和５年度予算額  502 千円） 

○ 令和４年度実績 

参加市町村への事業ニーズ調査を実施した。 

○ 令和５年度以降の計画 

地域おこし協力隊員の事業ニーズ調査及び連絡会議の開催，連携事業の実施に取り

組む。  
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㉘ 婚活支援事業                        

（令和４年度決算額  1,903 千円，令和５年度予算額  2,000 千円） 

○ 令和４年度実績 

婚活セミナーをオンライン１回（参加者男性７名女性７名）開催し，身だしなみや

服装，マナーなどの講義をしたほか，参加者からの多くの質問に答えた。 

マッチングイベントをオンライン２回（参加者 男性延べ 11 名 女性延べ 9 名，マ

ッチング延べ 5 組），対面１回（参加者 男性 20 名，女性 20 名，マッチング９組）開

催し，参加者の人柄を引き出し，参加者同士で熱心に会話が交わされるなど多くの参

加者から好評を得た。 

○ 令和５年度以降の計画 

構成市町村を会場とした対面型マッチングイベントを開催する。（令和５年度 水戸

市，笠間市，ひたちなか市） 

    

 

㉙ 職員人材育成事業                      

（令和４年度決算額  349 千円，令和５年度予算額  400 千円） 

 

(1) 合同研修の開催 

○ 令和４年度実績 

DX（デジタルトランスフォーメーション）導入研修を実施した。 

○ 令和５年度以降の計画 

ナッジ研修を実施予定。次年度以降の研修内容については，担当者会議におい

て検討していく。 
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(2) 研修の相互参加 

○ 令和４年度実績 

ハラスメント防止研修，実務能力向上研修，行政法研修，接遇能力向上研修，

再任用職員研修を実施した。 

○ 令和５年度以降の計画 

水戸市主催では実務能力向上研修，接遇能力向上研修，民法基礎研修，役職定

年職員研修を実施予定。次年度以降も同様の研修を検討していく。 

 

 

㉚ ＳＤＧｓの取組に係る連携事業                

（令和４年度決算額  282 千円，令和５年度予算額  600 千円） 

 

(1) 小・中学生等を対象とした SDGs 学習会の開催 

○ 令和４年度実績 

構成市町村の小・中学生の SDGｓに対する理解促進を図るため，Pepper を活用し

ながら，各学校の授業やイベントにおいて SDGｓの普及啓発に取り組んだ。 

○ 令和５年度以降の計画 

Pepper の活用実績が着実

に増えていることから，引

き続き Pepper を活用した

SDGs の普及啓発に取り組む

こととする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2) 市町村職員等を対象とした SDGs 研修会の開催 

○ 令和４年度実績 

構成市町村の職員を対象とし，二部構成の研修会を実施した。第一部では，ワ

ークショップ（カードゲーム等）によるＳＤＧｓの理解促進を図り，第二部では，

内閣府地方創生推進事務局から，いばらき県央地域においても活用可能な国のＳ

ＤＧｓ推進に係る施策の概要や，それらを活用した他自治体の先行事例等に関す

る説明を受けた。 
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○ 令和５年度以降の計画 

市町村職員が率先して SDGｓの普及啓発に取り組む必要があることから，引き続

き同様の研修会を継続して実施し，職員の SDGｓに関する理解を深めていく。また，

担当部署以外の職員の研修会参加についても促していくこととする。 

 

(3) SDGs に関する普及啓発活動の推進 

○ 令和４年度実績 

市民や企業等に対する SDGｓの普及啓発を推進するため，先進事例の調査を実施

した。 

○ 令和５年度以降の計画 

引き続き先進事例の調査や構成市町村との意見交換を実施し，効果的な手法の

事業化に向けて検討を進める。 

 

 

※ ビジョンにおける「Ⅲ 生活環境の充実」の成果指標 

ビジョン策定時点
の直近の値

2022(R4)年度末
時点の直近の値

目標値

生活環境の充実（圏域全体の生活関連機能サービスの向上）

時点 (年) 2018(H30) 2020(R2) 2026(R8)

値 (人) 1,385                   1,480                   1,470                   

時点 (年) 2018(H30) 2020(R2) 2026(R8)

値 (人) 8,601                   9,142                   8,900                   

時点 (年度) 2021(R3) 2022（R4) 2026(R8)

値 (累計件) -                         -                         2                         

時点 (年度) 2020(R2) 2022（R4) 2026(R8)

値 (人) 12                       9                         21                       

時点 (年度) 2020(R2) 2022(R4) 2026(R8)

値 (人) 193,699               331,932               270,000               

時点 (年度) 2021(R3) 2022（R4) 2026(R8)

値 (事業所) -                         58                       40                       

時点 2019(R1)年11月 2021(R3)年11月 2025(R7)年11月

値 51.7kg-CO2 53.9kg-CO2 ８％削減

時点 2020(R2)年12月 2022(R4)年12月 2026(R8)年12月

値 63.9kg-CO2 61.3kg-CO2 ８％削減

時点 (年度) 2020(R2) 2021(R3) 2026(R8)

値 (人) 29,862                 19,489                 35,000                 

時点 (年度) 2020(R2) 2022(R4) 2026(R8)

値 (件) 330                     669                     600                     

時点 (年度) 2021(R3) 2022(R4) 2026(R8)

値 (人) -                         110                     350                     

時点 (年度) 2021(R3) 2022(R4) 2026(R8)

値 (累計人) -                         518                     1,000                   

10

11

12

5

6

7

8

9

1

2

3

4

健康づくりに係る社会実験の
取組件数

養成講座を修了した成年後見
従事者数

公の施設の広域利用者数（居
住市町村施設利用者数を除
く。）

医師数（別掲）

看護職数

研修参加者数（合同研修及び
相互参加に限る。）

ＳＤＧｓ普及啓発事業への参
加者数

合同就職説明会・相談会参加
事業所数

取組を実施する住民１人当た
りの電力使用による二酸化炭
素排出量（奇数年）

取組を実施する住民１人当た
りの電力使用による二酸化炭
素排出量（偶数年）

水戸市を経由する路線バスの
１日当たりの利用者数

移住・定住に係る市町村への
相談件数


